
水溶性ポ■リマ「の生態毒性について   

米国TSCA（TbxicSubstances－ControIAct），では、琴造前届出＆MN）を免除するポ  

リマ→の要件を定めているが、このポリマー免除の設定基準については「玉加1昭i由1  

Assessment of POIXMER（S七rategiBSfor Pmduct Stewa．rdship and Regulatory  
アm如」（1997）において示されているところである一   

こわ中で、水溶性ポリマーの生億毒性について隠、ポリマーの持つ電荷によ、って評価を  
行うことが可能である■とされ、以下のとおり整理されている。  

備 考   電荷の種類   生億毒性 

（ナ般論）   

カチオン性・  高い   米国TSCAヤは免除対象から除外されてヤ、る。 

アニオン性  中程度 ■   ・P。l▼kmma触acidd（スルホン酸、カルポン故による  

もの）の多くは、水生生物に中蓮度の毒性を示し、そ  
め作用機作は不明。  

・P拗もa蝕⊃aCi丘dは最掛こゐみ中程度の毒性を示  

すが、その作用は水中の必頭金鱒をキレートすること  

によ卑ものであり、カルシウムイオンの濃度を上げる  
ことなどで毒性を打ち消すことができる。   

非イオン睦  低い   非イオン性ポリマーは一般には毒性は弱いが、屋塵造蛙  

作用のあるものは水生生物に有毒。   

両性イオン  カチオン・ア  両性イオン性ポリマ－の毒性は、正電荷密度とカチオ   

性   ニオン比率  

によ 




